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１．研究計画の概要 

標準的な繰り返しゲームの文献は、いわゆ
るフォーク定理の成否の検討を一大テーマ
としてきた。これに対し本研究の目的は、フ
ォーク定理の前提を満たさない繰り返しゲ
ームのクラスの中で経済学的に重要なもの
がなお多いことに着目し、そのようなモデル
を中心に据えて理論分析を行い、長期的関係
の経済理論としての繰り返しゲームの理論
を拡充することにある。特に、（１）フォー
ク定理が成立しない不完全観測モデルの一
般的分析、（２）割引因子が小さい繰り返し
ゲームの一般的分析、という２つの問題につ
いて、均衡利得の特徴付けなどの理論的分析
を行う。同時に、これら成果の産業組織論や
エージェンシー・チーム生産モデルへの応用
研究を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）フォーク定理の前提条件を満たさない
繰り返しチーム生産モデルにおける、利得和
最大均衡の導出に関する研究を完成させた。
第一に、能力の異なる２名のメンバーからな
るチームが、シェアリングルールにコミット
した後にゲームをプレーするという設定で、
均衡として達成できる利得和を最大にする
シェアリングルールを導出した。加えて、こ
のシェアリングルールの様々な性質を明ら
かにした。第二に、等分シェアリングルール
にコミットした対称的なｎ人のチームにお
いて、利得和が最大になる均衡およびその行
動パターンを明らかにした。毎期１名だけが
怠けてよいこととし、誰が怠けてよいかは過
去の結果に応じて決めるというタイプの均
衡（ターンオーバー均衡）が、利得和を最大

にする均衡となる条件を導出した。また、そ
の条件が満たされずターンオーバー戦略が
均衡にならないケースにおいて、ターンオー
バー戦略の利得が均衡として近似的に達成
できる条件を明らかにした。いずれの結果も、
利得和最大均衡を明示的に導出していて行
動面の含意が多く、フォーク定理の前提を満
たさない不完全観測の繰り返しゲームに関
する理解を深めるものである。 
（２）観測がプレーヤーの意思決定の一部と
なる繰り返しゲームモデルで、フォーク定理
の成否を検討する研究を進めている。このク
ラスのモデルの文献では、費用を払えば他の
プレーヤーの行動を直接観測できるケース
の分析が進んでいるが、本研究は費用を払っ
て得られる情報がノイズを含むケースを考
察している。また、観測が無費用のオプショ
ンとなるケースを取り上げ、観測しないとい
う選択肢の存在が均衡利得集合を広げる場
合があることを示した。これらの結果は、一
方では既存のフォーク定理の頑健性を示し、
他方では既存のフォーク定理の論理によら
ない協調の可能性を示しており、フォーク定
理の成否の線引きに新たな視点を提供して
いる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
 フォーク定理の前提条件を満たさない不
完全観測の繰り返しゲームと、観測がプレー
ヤーの意思決定の一部となる繰り返しゲー
ムという、性格の異なる２つのタイプのモデ
ルで順調に成果を挙げ、既に６件の学会発表
を行っている。 



４．今後の研究の推進方策 
 フォーク定理の前提を満たさない不完全
観測の繰り返しゲームモデルについての分
析を広げ、収穫逓減構造を持つチーム生産モ
デルについても考察する。割引因子が小さい
繰り返しゲームの分析がまだ十分ではない
ので、利得に不確実性があるモデルを中心に
研究を進める。成果は順次学術論文にまとめ、
海外の専門誌への投稿・掲載を急ぐ。 
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